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ヨット部

ヨ
ッ
ト
部
の
旗

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
人
国
記
⑻

創

部

（
名
前
の
あ
と
の
数
字
は
卒
業
年
次
で
昭
は
昭
和
、

平
は
平
成

ゴ
シ
ッ
ク
体
は
理
・
工
学
部
）

大
阪
市
大
ヨ
ッ
ト
部
は
昭
和
十
五
年
に
始

ま
る
。
翌
年
に
日
本
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入

す
る
。
拡
大
す
る
戦
費
、
時
局
の
緊
迫
化
に

伴
い
、
学
校
当
局
か
ら
体
力
増
強
を
目
的
と

し
て
全
員
い
ず
れ
か
の
運
動
部
に
所
属
せ
よ

と
い
う
強
い
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

い
ず
れ
の
部
に
も
属
し
て
い
な
か
っ
た
小

笠
原
彰
佑
と
井
関
一
徳
（
と
も
に
昭
一
六
）

の
二
人
が
、
関
西
で
は
阪
大
、
関
学
、
同
志

社
に
し
か
な
か
っ
た
ヨ
ッ
ト
部
を
み
て
、

�
よ
し
こ
れ
を
や
ろ
う
�
と
同
好
の
士
を
集

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、「
ヨ
ッ
ト
」

と
い
う
敵
性
語
の
使
用
で
は
創
部
を
認
め
て

も
ら
う
こ
と
は
か
な
わ
ず
、「
海
洋
訓
練
部
」

と
い
う
名
称
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
大
阪
市

大
ヨ
ッ
ト
部
の
始
ま
り
で
あ
る
。

戦
局
は
拡
大
し
、
卒
業
す
る
と
召
集
さ
れ

て
戦
地
に
送
ら
れ
る
。
そ
れ
も
や
が
て
、
卒

業
を
待
た
ず
に
学
徒
動
員
と
し
て
学
生
の
身

分
な
が
ら
軍
隊
に
入
隊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。

大
阪
市
大
ヨ
ッ
ト
部
五
十
周
年
記
念
誌
で

福
岡
晃
三
（
昭
二
一
）
は
そ
の
時
分
の
様
相

を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
ヨ
ッ
ト
部
の
同
期
全
員
、
福
岡
晃
三
、

三
木
基
、
福
田
進
、
森
本
茂
、
樽
井
作
雄
、

前
田
美
喜
雄
（
い
づ
れ
も
昭
二
一
）
が
申
し

合
わ
せ
た
様
に
海
軍
入
り
を
志
望
し
、勇
躍
、

海
兵
団
に
入
団
。
あ
の
懐
か
し
い
ジ
ョ
ン
ベ

ラ
（
水
兵
服
）
を
着
た
身
分
か
ら
、
わ
ず
か

二
年
後
の
昭
和
二
十
年
、
我
々
は
敗
軍
の
兵

と
し
て
帰
阪
す
る
事
と
な
っ
た
。
早
速
復
学

し
て
西
宮
へ
行
っ
て
み
る
と
、
浜
に
引
き
上

げ
ら
れ
て
伏
せ
ら
れ
た
ま
ま
、二
年
の
歳
月
、

風
雨
に
晒
さ
れ
て
来
た
我
が
愛
艇
「
そ
よ
か

ぜ
」、「
あ
さ
か
ぜ
」、「
し
お
か
ぜ
」
の
十
二

フ
イ
ー
ト
デ
イ
ン
ギ
ー
三
隻
は
、
艇
体
の
ペ

ン
キ
は
剝
が
れ
放
題
、
舷
板
は
隙
間
だ
ら
け

で
、
ヤ
ッ
コ
ラ
ヤ
ッ
コ
ラ
担
ぎ
下
ろ
し
て
水

に
浮
か
べ
た
途
端
、
一
瞬
に
し
て
水
船
の
状

態
、
早
速
、
砂
浜
に
引
き
上
げ
、
板
の
隙
間

に
棕
櫚
を
詰
め
、
破
れ
た
舷
板
を
木
片
で
貼

り
、
二
週
間
余
り
で
ペ
ン
キ
塗
装
も
終
わ
っ

た
。
そ
の
日
か
ら
、
元
帝
国
海
軍
の
ス
マ
ー

ト
で
あ
っ
た
青
年
士
官
た
ち
が
、
ル
ン
ペ
ン

よ
り
ひ
ど
い
ぼ
ろ
着
に
身
を
固
め
、「
ス
タ

ー
ボ
ー
ド
！
」
な
ど
と
大
声
を
あ
げ
な
が

ら
、
ヨ
ッ
ト
練
習
に
明
け
暮
れ
す
る
事
に
な

っ
た
の
で
あ
る
」

艇
庫
・
合
宿
所
の
変
遷

ヨ
ッ
ト
練
習
と
い
っ
て
も
当
時
は
ヨ
ッ
ト

の
修
理
半
分
、
練
習
半
分
で
艇
庫
は
な
く
、

大
阪
大
学
の
艇
庫
の
壁
に
も
た
れ
か
か
る
よ

う
に
庇
を
設
け
て
備
品
置
き
場
と
し
、
合
宿

は
近
所
の
民
家
の
二
階
を
借
り
て
い
た
。
当

初
の
所
有
ヨ
ッ
ト
は
Ａ
級
デ
イ
ン
ギ
ー
（
約

三
・
六
メ
ー
ト
ル
）
三
隻
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
二
八
年
に
は
Ａ
級
デ
イ
ン
ギ
ー
六
隻
、
ス

ナ
イ
プ
（
約
四
・
七
メ
ー
ト
ル
）
四
隻
を
保

有
し
て
い
た
。
そ
の
資
金
源
は
、
戦
後
に
大

学
生
の
間
で
社
交
ダ
ン
ス
が
大
流
行
し
、
ヨ

ッ
ト
部
で
は
舞
踏
会
館
、
大
阪
み
な
み
の
美

人
座
や
富
士
と
い
っ
た
大
型
の
キ
ャ
バ
レ
ー

で
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
を
毎
年
開
催
し
て
得
た

収
益
金
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年
に
は
念

願
の
艇
庫
兼
合
宿
所
（
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）

が
西
宮
浜
に
建
築
で
き
た
の
も
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
の
収
益
金
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

西
宮
浜
で
の
充
実
し
た
ヨ
ッ
ト
部
活
動
を

持
て
た
の
は
数
年
で
、
昭
和
三
六
年
に
は
第

二
室
戸
台
風
で
浜
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、

さ
ら
に
、
昭
和
三
九
年
に
は
台
風
二
十
号
で

西
宮
浜
全
域
に
わ
た
っ
て
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
た
。
市
大
合
宿
所
は
見
る
も
無
残
に
打

ち
壊
さ
れ
て
い
て
残
骸
こ
そ
残
っ
た
が
、
阪

大
や
関
学
の
艇
庫
は
跡
形
も
な
か
っ
た
。
砂

浜
に
伏
せ
て
お
い
て
あ
っ
た
艇
は
す
べ
て
対

岸
の
川
崎
重
工
業
岸
壁
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て

い
た
。

こ
れ
を
機
に
、
西
宮
浜
の
台
風
被
害
か
ら

の
回
復
の
先
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
に
貝
塚
市
二
色
の
浜

に
大
阪
府
立
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
建
設
が
進

ん
で
い
て
、
従
来
の
西
宮
へ
通
う
よ
り
は
近

い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
二
色
の
浜
に
移
る

こ
と
に
な
っ
た
。

西
宮
か
ら
移
っ
た
の
は
市
大
、
府
大
、
大

阪
外
大
の
三
校
で
、
新
た
な
雰
囲
気
で
ヨ
ッ

ト
部
活
動
が
再
開
し
た
の
は
昭
和
四
一
年
二

月
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
十
年
、
当
初
は
市
大
ヨ
ッ
ト

部
専
用
の
感
が
あ
っ
た
二
色
の
浜
の
状
況
も

大
き
く
変
わ
り
、
他
大
学
ヨ
ッ
ト
部
が
次
々
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平
成
二
八
年
七
月
二
、
三
日
に
開
催
さ
れ
た
二

〇
一
六
年
関
西
学
生
ヨ
ッ
ト
個
人
選
手
権
の
市

大
艇
（
艇
長

前
、
小
溝
真
慧
、
後
、
高
田
裕

司
）

和
歌
山
セ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
沖

に
生
ま
れ
ハ
ー
バ
ー
の
施
設
が
狭
く
な
っ
て

き
た
こ
と
、
海
面
の
埋
め
立
て
が
進
み
ハ
ー

バ
ー
か
ら
セ
ー
リ
ン
グ
ゾ
ー
ン
ま
で
の
距
離

が
遠
く
な
っ
た
こ
と
、
プ
レ
ハ
ブ
の
合
宿
所

の
老
朽
化
等
な
ど
た
く
さ
ん
の
問
題
に
直
面

し
て
い
た
。

昭
和
六
一
年
、
大
阪
市
港
湾
局
が
大
阪
此

花
区
に
十
年
か
け
て
建
設
し
て
き
た
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
が
完
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
大
阪
市

職
員
で
あ
っ
た
平
田
譲
（
昭
三
九
）
が
そ
の

と
き
偶
然
、
港
湾
局
職
員
と
し
て
そ
の
ヨ
ッ

ト
ハ
ー
バ
ー
の
管
理
、
運
営
計
画
策
定
に
携

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
田
は
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
や
広
く

一
般
市
民
に
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
さ
せ

る
な
ど
を
目
的
と
し
た
大
阪
市
側
の
立
場
と

利
用
者
側
と
し
て
の
立
場
の
両
方
に
立
っ
て

見
事
な
綱
裁
き
を
み
せ
た
。
昭
和
六
二
年
に

西
日
本
で
は
初
め
て
と
い
っ
て
い
い
立
派
な

大
阪
北
港
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
が
完
成
し
、
大

阪
市
大
ヨ
ッ
ト
部
は
二
色
の
浜
か
ら
合
宿
所

を
当
地
に
移
し
た
。

時
は
移
り
平
成
二
四
年
、
財
政
状
況
の
悪

化
と
橋
下
市
長
の
厳
し
い
支
出
削
減
の
流
れ

の
中
で
大
阪
市
は
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
売
却

を
検
討
し
始
め
る
。
平
田
の
功
績
と
い
っ
て

い
い
ハ
ー
バ
ー
の
学
生
に
よ
る
宿
直
バ
イ
ト

代
収
入
は
各
大
学
ヨ
ッ
ト
部
の
重
要
な
資
金

源
だ
っ
た
が
、
こ
の
年
に
廃
止
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。

平
成
二
七
年
三
月
に
大
阪
北
港
ヨ
ッ
ト
ハ

ー
バ
ー
は
関
東
の
民
間
会
社
に
譲
渡
さ
れ
て

名
称
が
今
の
「
大
阪
北
港
マ
リ
ー
ナ
」
に
変

わ
っ
た
。
幸
い
に
し
て
新
し
い
所
有
者
は
大

学
ヨ
ッ
ト
部
の
活
動
に
理
解
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
、
何
と
か
ヨ
ッ
ト
部
の
活
動
は

従
前
ど
お
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。
廃
止
さ
れ

て
い
た
宿
直
バ
イ
ト
代
は
単
価
切
り
下
げ
て

平
成
二
七
年
に
復
活
し
た
。

大
阪
市
大
ヨ
ッ
ト
部
の
練
習
場
所
は
そ
の

マ
リ
ー
ナ
の
北
水
域
、
す
な
わ
ち
、
阪
神
高

速
五
号
湾
岸
線
の
大
橋
の
下
西
側
の
淀
川
河

口
一
帯
で
あ
る
。

ヨ
ッ
ト
競
技

ヨ
ッ
ト
競
技
は
、
海
上
に
あ
ら
か
じ
め
浮

か
べ
た
三
、
四
個
の
ブ
イ
を
回
航
し
て
ゴ
ー

ル
す
る
早
さ
を
競
う
競
技
で
、
コ
ー
ス
（
ブ

イ
を
回
る
順
番
）
は
そ
の
と
き
の
風
向
き
に

よ
っ
て
発
表
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
の
号
砲
に
合

わ
せ
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
越
え
て
レ
ー
ス

が
始
ま
る
。
そ
の
と
き
の
風
向
き
、
波
の
状

態
に
合
わ
せ
て
艇
の
傾
き
や
帆
の
張
り
方
、

乗
組
員
の
体
重
の
移
動
な
ど
を
考
え
て
艇
が

い
ち
ば
ん
ス
ピ
ー
ド
の
出
る
操
船
で
ゴ
ー
ル

を
狙
う
。
巧
み
な
操
船
に
加
え
て
勝
つ
た
め

の
大
事
な
こ
と
は
、
そ
の
と
き
の
風
向
き
と

潮
の
流
れ
を
考
え
て
次
の
マ
ー
ク
ま
で
の
最

善
と
思
う
航
路
の
選
択
で
あ
る
。
下
手
な
操

船
で
も
航
路
の
違
い
に
よ
っ
て
勝
つ
こ
と
も

あ
る
、
そ
う
い
っ
た
技
術
だ
け
の
勝
負
の
ス

ポ
ー
ツ
で
な
い
と
こ
ろ
に
ヨ
ッ
ト
競
技
の
面

白
さ
が
あ
る
。関
西
水
域
で
強
い
の
は
関
学
、

関
大
、
近
大
、
甲
南
で
我
が
市
大
ヨ
ッ
ト
部

は
大
し
た
戦
績
を
残
し
て
い
な
い
。

昭
和
三
八
年
に
は
関
貴
美
子
、
萩
原
美
彌

子
、
佐
藤
彌
生
（
い
ず
れ
も
昭
四
十
）
の
当

時
で
は
珍
し
い
三
名
の
女
子
部
員
が
い
て
、

関
西
女
子
選
手
権
、
大
阪
府
立
女
子
選
手
権

を
獲
得
し
、
そ
の
年
の
国
体
で
は
三
位
と
い

っ
た
輝
か
し
い
記
録
を
残
し
て
い
る
。
平
成

四
年
か
ら
女
子
部
員
が
急
に
増
え
始
め
、
平

成
十
二
年
ま
で
連
続
し
て
全
日
本
学
生
女
子

ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
に
出
場
を
果
た
し
て
い

る
。男

子
の
方
は
と
い
え
ば
、
唯
一
、
昭
和
四

五
年
、
主
将
橋
本
剛
（
昭
四
六
）
の
と
き
に

関
西
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
優
勝
し
、
全
日

本
で
は
五
位
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
平
成
三

年
に
十
八
年
ぶ
り
に
四
七
〇
ク
ラ
ス
で
全
日

本
に
出
場
し
て
い
る
程
度
で
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
競
技
で
「
勝
つ
」
こ
と
よ
り
も
「
ヨ

ッ
ト
に
乗
る
楽
し
み
」
で
満
足
す
る
と
い
う

傾
向
が
伝
統
的
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ヨ
ッ
ト
人
生
を
楽
し
む

卒
業
し
て
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
の
シ
ー
ホ
ー

ス
級
艇
を
購
入
し
、
大
阪
湾
一
周
、
琵
琶
湖

一
周
、
播
磨
灘
を
何
日
も
か
け
て
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
。
中

村
節
哉
、
瀬
川
正
裕
、
大
木
治
雄
、
尾
辻
伍

朗
、
松
本
郷
介
（
い
ず
れ
も
昭
三
二
）
の
グ

ル
ー
プ
と
、
西
野
恕
、
池
上
四
郎
、
米
沢
隆

稔
、
塩
田
勉
、
鈴
木
時
三
、
山
本
嘉
敏
、
松

野
文
平
（
い
ず
れ
も
昭
三
四
）
の
グ
ル
ー
プ

で
、
現
役
の
学
生
た
ち
も
そ
れ
に
乗
せ
て
も

ら
う
の
が
余
禄
で
あ
っ
た
。
木
村
安
夫
（
昭

三
二
）
は
昭
和
三
四
年
、
勤
務
先
に
ヨ
ッ
ト

部
を
作
り
シ
ー
ホ
ー
ス
級
艇
で
関
東
葉
山
近

海
を
、
次
い
で
仲
間
を
募
り
七
メ
ー
ト
ル
の

ク
ル
ー
ザ
ー
、
そ
し
て
、
平
成
九
年
に
は
九
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揮
毫
は
矢
澤
敏
雄
（
昭
和
二
二
年
卒
）

号
・

勝
石

メ
ー
ト
ル
の
ク
ル
ー
ザ
ー
を
自
前
で
買
っ
て

油
壺
を
基
地
と
し
て
、
東
京
在
住
の
Ｏ
Ｂ
ら

と
東
京
近
海
を
最
近
ま
で
乗
り
回
し
て
い

た
。昭

和
四
七
年
に
は
昭
和
三
四
年
卒
か
ら
四

五
年
卒
ま
で
の
う
ち
の
十
七
名
が
金
を
出
し

合
っ
て
十
メ
ー
ト
ル
の
ク
ル
ー
ザ
ー
・
フ
ァ

ー
ネ
ス
一
世
を
購
入
し
た
。
そ
の
処
女
航
海

で
西
野
、
森
貞
浩
一
（
昭
三
七
）、
柳
内
義

博
（
昭
四
十
）、
梅
木
幹
雄
（
昭
四
四
）
の

四
名
が
小
笠
原
諸
島
・
父
島
に
往
復
十
四
日

を
含
め
て
二
十
五
日
間
の
初
め
て
の
外
洋
帆

走
を
楽
し
ん
だ
。
四
名
は
勤
め
を
休
ん
で
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
堀
江
謙
一
が
単
独
無
寄
港

世
界
一
周
を
し
た
の
が
昭
和
四
九
年
で
、
こ

の
時
分
か
ら
「
ヨ
ッ
ト
」
は
若
者
の
憧
れ
の

ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
、
次
々
と
外
洋
帆
走
を
楽

し
む
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
る
。

笹
岡
耕
平
（
昭
三
九
）
は
、
昭
和
五
十
年

の
太
平
洋
横
断
レ
ー
ス
に
出
場
し
た
の
を
皮

切
り
に
数
々
の
外
洋
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
出
場

し
た
ほ
か
、
西
回
り
世
界
一
周
な
ど
彼
の
今

ま
で
の
航
行
距
離
は
十
五
万
マ
イ
ル
に
お
よ

び
地
球
七
周
分
に
相
当
す
る
と
い
う
。
そ
の

な
か
で
も
平
成
十
二
年
に
ヨ
ッ
ト
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
内
陸
水
路
横
断
を
成
し
遂
げ
た
の
は

日
本
人
で
初
め
て
の
こ
と
で
、
そ
の
と
き
の

航
程
を
「
ヨ
ッ
ト
『
招
福
』
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

紀
行
」
と
い
う
本
で
詳
細
に
書
い
て
い
る
。

笹
岡
は
ほ
か
に
も
航
海
や
ヨ
ッ
ト
に
関
す
る

本
を
た
く
さ
ん
著
し
て
い
て
、
わ
が
国
に
お

け
る
ヨ
ッ
ト
マ
ン
の
第
一
人
者
と
言
っ
て
い

い
。昭

和
六
十
年
に
柳
内
、
恒
岡
伸
治
（
昭
四

十
）、川
本
雅
秀
（
昭
四
二
）、伊
吹
聖
治
（
昭

四
六
）、
山
田
啓
之
（
昭
五
五
）
等
は
二
回

目
の
小
笠
原
諸
島
に
、
昭
和
六
二
年
に
は
竹

内
清
治
（
昭
三
三
）
が
主
宰
す
る
グ
ル
ー
プ

が
購
入
し
た
十
四
メ
ー
ト
ル
の
ク
ル
ー
ザ
ー

で
山
田
、
柳
内
、
安
居
亨
（
昭
五
五
）、
江

木
渉
（
昭
五
八
）
等
が
東
京
・
グ
ア
ム
島
間

の
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
い
る
。
竹
内
は
そ
の

ほ
か
に
も
自
分
の
経
営
す
る
会
社
で
ヤ
マ
ハ

の
十
一
メ
ー
ト
ル
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
購
入

し
、
大
阪
湾
を
走
り
回
っ
て
い
た
。

柳
内
は
、
竹
内
の
ク
ル
ー
ザ
ー
で
平
成
三

年
に
、
五
年
か
け
て
世
界
一
周
を
果
た
し
て

い
る
。
ま
た
、
帰
国
後
も
暇
が
あ
れ
ば
大
阪

湾
回
遊
を
楽
し
む
一
方
、
大
阪
梅
田
で
ヨ
ッ

ト
仲
間
相
手
の
酒
場
「
コ
ク
ピ
ッ
ト
」
を
開

い
て
い
る
。
若
林
成
一
（
昭
四
四
）
は
大
阪

堺
で
「
大
浜
ド
ッ
グ
」
を
開
業
し
て
、
ヨ
ッ

ト
の
整
備
や
販
売
を
生
業
と
し
て
い
る
。
若

林
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ヨ
ッ
ト
を
買
い
、
自
ら

の
帆
走
で
日
本
に
運
ぶ
こ
と
を
得
意
と
し
て

い
る
。
佐
野
順
一
（
昭
四
六
）
は
ト
ヨ
タ
自

動
車
㈱
マ
リ
ン
事
業
部
に
就
職
し
、
そ
の
後

ジ
ェ
イ
マ
リ
ン
㈱
で
や
は
り
ヨ
ッ
ト
の
売

買
、
整
備
を
業
と
し
て
い
る
。

片
山
龍
（
昭
四
五
）
は
、
平
成
十
七
年
に

早
期
定
年
制
を
利
用
し
て
八
メ
ー
ト
ル
の
ク

ル
ー
ザ
ー
を
購
入
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
オ
ー
ト
パ

イ
ロ
ッ
ト
を
独
学
で
習
得
し
、
家
族
と
ヨ
ッ

ト
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
片
山
は
笹
岡

の
長
崎
か
ら
硫
黄
島
、
沖
縄
諸
島
を
経
て
高

知
、
大
阪
の
四
十
五
日
間
の
航
海
に
便
乗
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。上
田
二
郎
（
昭
三
三
）

は
、
平
成
八
年
に
十
一
メ
ー
ト
ル
の
ク
ル
ー

ザ
ー
を
、
そ
の
ほ
か
藤
井
正
之
助
（
昭
三

七
）、
山
田
修
三
（
昭
四
〇
）
ら
市
大
ヨ
ッ

ト
部
Ｏ
Ｂ
で
卒
業
後
ヨ
ッ
ト
ラ
イ
フ
を
楽
し

む
者
は
多
い
。

平
尾
幸
一
（
昭
四
四
）
は
十
メ
ー
ト
ル
の

ク
ル
ー
ザ
ー
を
単
独
で
買
っ
て
、
一
昨
年
に

四
、
五
年
か
け
て
の
日
本
一
周
航
海
に
出
て

い
る
。
平
成
二
六
年
は
九
州
を
一
周
、
平
成

二
七
年
は
沖
縄
・
石
垣
の
諸
島
を
一
回
り
し

て
九
州
か
ら
福
井
へ
、
そ
し
て
今
年
、
函
館

か
ら
北
海
道
一
周
を
し
て
年
末
に
は
蒲
郡
に

戻
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
日
本
一
周
に
は

加
藤
勝
嘉
（
昭
四
二
）、西
山
均
（
昭
四
七
）、

上
家
和
雄
（
昭
四
七
）、
山
岡
祥
記
（
昭
五

五
）、
安
居
が
時
折
、
区
間
便
乗
し
て
い
る
。

現
在
、
十
二
メ
ー
ト
ル
の
ク
ル
ー
ザ
ー
・

フ
ァ
ー
ネ
ス
四
世
グ
ル
ー
プ
は
、
加
藤
、
安

居
、
山
田
、
山
岡
を
主
た
る
世
話
人
と
し
て
、

他
に
西
野
、
山
本
、
伊
吹
、
松
下
満
男
（
昭

五
六
）
等
の
常
連
メ
ン
バ
ー
が
大
阪
湾
、
淡

路
島
周
辺
、
新
和
歌
浦
あ
た
り
を
遊
覧
回
航

し
山
岡
と
加
藤
の
手
料
理
で
、
船
上
で
は
酒

談
義
で
言
い
た
い
放
題
の
時
間
を
楽
し
ん
で

い
る
。

藤
本
一
智
（
平
七
）
は
、
世
界
の
名
門
ヨ

ッ
ト
ク
ラ
ブ
だ
け
が
参
加
で
き
る
ハ
イ
レ
ベ

ル
の
レ
ー
ス
に
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
チ
ー

ム
の
乗
組
員
の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。
よ
ほ
ど
高
度
な
技
術
が
な
け
れ
ば
乗
組

員
に
な
ど
選
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。
稀
有
な

存
在
で
あ
る
。

そ
よ
か
ぜ
会
（
Ｏ
Ｂ
の
会
）

大
阪
市
大
ヨ
ッ
ト
部
の
Ｏ
Ｂ
会
の
名
称
は

「
そ
よ
か
ぜ
会
」
と
い
う
。
昭
和
十
六
年
、

学
校
に
頼
み
込
ん
で
デ
イ
ン
ギ
ー
一
隻
を
建

造
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、
当
時
の
大
阪
商
科
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大
学
の
河
田
嗣
郎
初
代
学
長
が
そ
の
進
水
式

に
来
て
、
そ
の
ヨ
ッ
ト
に
風
偏
に
「
卯
の
花

開
く
う
つ
せ
み
に
…
」
の
「
卯
」
と
書
き

「
そ
よ
か
ぜ
」
と
命
名
さ
れ
た
の
が
「
そ
よ

か
ぜ
会
」
の
名
の
由
来
で
あ
る
。

漢
字
辞
典
に
は
な
い
造
字
で
あ
る
が
、
ま

さ
に
「
そ
よ
か
ぜ
」
を
表
し
て
い
る
。

平
成
二
年
に
は
創
部
五
十
周
年
を
記
念

し
、「
そ
よ
か
ぜ

五
十
年
の
航
跡
」（
発
行

者

恒
岡
、
編
集
責
任
者

加
藤
）
と
題
し

た
四
百
五
十
ペ
ー
ジ
の
記
念
誌
を
発
行
す
る

と
と
も
に
、
大
阪
北
港
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
公

園
に
そ
の
後
の
毎
年
ヨ
ッ
ト
部
卒
業
者
の
人

数
分
の
桜
の
木
を
大
阪
市
に
寄
贈
、
植
樹
を

開
始
し
た
。
い
ま
で
は
大
阪
市
の
桜
の
名
所

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
桜
花
爛
漫
の
毎
年

四
月
に
そ
の
桜
の
木
の
下
で
そ
よ
か
ぜ
会
主

催
の
花
見
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
東
京
支

部
で
は
関
東
在
住
の
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
毎
年
、
江

の
島
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
乗
艇
会
を
開
催
し

家
族
連
れ
で
ヨ
ッ
ト
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い

る
。平

成
十
二
年
の
六
十
周
年
に
は
「
そ
よ
か

ぜ
二
〇
〇
一
年
新
世
紀
へ
向
け
て
」（
発
行

者

西
野
、
編
集
責
任
者

広
島
伸
一
（
昭

和
六
二
））
と
題
す
る
記
念
誌
を
発
行
す
る

と
と
も
に
、
大
阪
市
立
大
学
ヨ
ッ
ト
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
鍋
島
美
奈
子
（
平
六

准
教

授
）の
協
力
の
も
と
に
開
始
し
た
。（h

ttp
:

//ocu
-
y.com

）

現
在
の
そ
よ
か
ぜ
会
会
長
は
山
岡
詳
記

（
昭
五
五
）、
東
京
支
部
長
は
藤
野
勲
（
昭

六
二
）、
Ｏ
Ｂ
の
数
は
三
百
六
十
三
名
、
う

ち
女
子
は
三
十
九
名
で
あ
る
。

北
村
晋
（
平
五
）
は
関
西
学
生
ヨ
ッ
ト
連

盟
理
事
で
、
広
島
伸
一
（
昭
六
一
）
が
事
務

局
長
、太
田
昌
久
（
平
七
）
が
レ
ー
ス
委
員
、

山
岡
が
彼
ら
を
支
え
て
学
連
と
の
緊
密
な
関

係
を
保
持
し
て
い
る
。

学
生
ヨ
ッ
ト
部
部
長
は
鍋
島
、
部
員
数
は

三
回
生
二
名
、
二
回
生
二
名
、
一
回
生
九
名

の
計
十
三
名
で
あ
る
。

市
大
ヨ
ッ
ト
部
の
会
計
支
出
は
年
百
五
十

万
円
程
度
で
推
移
し
て
い
て
、
そ
よ
か
ぜ
会

か
ら
は
こ
の
四
、
五
年
毎
年
一
百
万
円
前
後

の
支
援
金
を
贈
っ
て
い
る
。
山
岡
は
ヨ
ッ
ト

部
の
部
員
数
の
確
保
と
支
援
の
た
め
の
会
費

集
め
、
そ
し
て
、
棚
上
げ
状
態
と
は
い
え
府

大
と
の
併
合
問
題
な
ど
今
ま
で
に
な
い
会
長

と
し
て
の
苦
労
を
背
負
っ
て
い
る
。

（
昭
和
三
四
年
商
学
部
卒

西
野

恕
）

『
ゼ
ン
マ
イ
ジ
カ
ケ
』
ふ
た
ば
祭

催
行

平
成
28
年
4
月
21
日
㈭
か
ら
23
日
㈯
の
3

日
間
に
わ
た
っ
て
、
ふ
た
ば
祭
が
開
催
さ
れ

た
。
ふ
た
ば
祭
と
は
、
毎
年
4
月
に
行
わ
れ

て
い
る
新
入
生
を
歓
迎
す
る
た
め
の
お
祭
り

の
こ
と
で
あ
る
。第
11
回
目
と
な
る
今
年
は
、

『
ゼ
ン
マ
イ
ジ
カ
ケ
』
と
い
う
テ
ー
マ
が
掲

げ
ら
れ
た
。「
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
や
新
入

生
が
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
ふ
た
ば

祭
と
い
う
大
き
な
歯
車
を
動
か
し
て
一
緒
に

盛
り
上
げ
よ
う
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

ス
テ
ー
ジ
や
教
室
に
設
け
ら
れ
た
観
客
席

で
は
、
先
輩
の
勇
姿
を
見
つ
め
る
新
入
生
の

姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
瞳
に
は
「
ク
ラ

ブ
や
サ
ー
ク
ル
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

歯
車
を
動
か
す
ん
だ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

気
概
が
溢
れ
て
い
た
。
次
は
11
月
の
銀
杏
祭

が
控
え
て
い
る
。
ふ
た
ば
祭
で
観
客
席
に
い

た
新
入
生
も
、
今
度
は
舞
台
に
立
つ
番
で
あ

る
。
ぜ
ひ
と
も
舞
台
で
会
心
の
演
技
を
見
せ

て
ほ
し
い
。

丹
下
舜
平
（
法
学
部
・
2
年
）
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